
令和８年度 水戸市立笠原中学校 グランドデザイン

本県の教育目標 校 訓 水戸市の教育目標
○ひとりひとりの能力を開発し 知恵の泉の水を汲み 知性にとみ、心身ともに健全な風格を
豊かな人間性をつちかう 弘く道を開かん そなえた人間（水戸人）の形成につとめる

○じょうぶな身体をつくり 教育目標
たくましい心を養う 他者と協働しながら、主体的・対話的に学んでいく

○郷土を愛し協力しあう心を育てる 生徒の育成

学校の課題 保護者・地域の願い
学力向上・自己肯定感の高揚 学力向上・人権意識の高揚

めざす学校像 めざす生徒像 めざす教師像
創意と活力に満ちた学校 自ら考え行動する意欲ある生徒 情熱と使命感をもった教師

今年度の目標

重点目標：生徒一人一人の可能性を引き出す
めざす姿：『チャレンジ！』 ～主体的に行動し、自分を伸ばす～
組織目標：主体的に活動する姿が多く見られるようにする

「さきがけ」 「まごころ」 「すこやか」
（学力向上をめざして） (心の充実をめざして) （体力向上をめざして）

○学習習慣の確立 ○基本的な生活習慣の確立 ○健康で安全な生活習慣の確立
・基礎基本の定着と個に応じた支援の充実 ・生徒自らが行う「み・そ・あ・じ」の徹底 ・「健康タイム」による生活習慣の定着
・家庭学習計画表の作成、家庭学習の習慣化 ・あたたかい人間関係づくりの構築 ・保健だよりを通しての家庭との連携

○主体的・協働的・個別最適な学びの実現 ○自己肯定感を育成する活動の実践 ○健康教育・安全教育の実践
・「学び合いの学習」「ICTを効果的に活用し ・生徒が主役となる教育活動の工夫 ・体力テスト結果を活用した体育の授業の工夫
た学習」の展開 ・自分の生き方を考えるキャリア教育の推進 ・心身の育成をめざす部活動の充実

・振り返りの時間の確保と工夫 ・人権教育と「考える道徳」教育の推進 ・保健指導や食育指導、安全教育の推進
・聞く力や伝える力の育成 ・ボランティア活動や体験活動の推進 ・自己管理能力の育成

＜達成目標＞ ＜達成目標＞ ＜達成目標＞
・毎日家庭学習に取り組んでいる 80％以上 ・自分には良いところがある 75％以上 ・体力テストA＋B 65％以上
・自分の考えを工夫し発表している60％以上 ・将来の夢や希望を持っている 70％以上 ・「早寝・早起き・朝ごはん」を実践 75％以上
・学んだことを生活に生かしている80％以上 ・積極的に学校生活に取組んだ 75％以上 ・安全を心がけて生活できた 80％以上

学校経営の方針
１ 歴史と伝統を継承し、生徒と地域の実態を踏まえながら「元気な生徒」を育成する
２ 主体的に活動する機会や場面を設定し、自己肯定感を高める
３ 学力向上をめざし、基礎基本の定着を図るとともに、生徒が主体となった学習活動を展開する
４ 「チーム笠原中」の組織力を高め、「協調・協力・協働」を推進する
５ 小中、家庭・地域・関係機関との相互理解と連携を深める

学校評価 信頼される開かれた学校づくり 教員評価

地域とともにある学校づくり 安心・安全な学校づくり 教職員の資質向上
○家庭・地域との信頼関係づくり ○事故の未然防止と迅速な初期対応 ○授業力の向上
・保護者フリー参観での学校公開 ・教職員の危機意識の高揚 ・校内研修の充実、相互授業参観、ICT研修
・三者面談での情報交換 ・「報・連・相・確」の徹底 ○高いコンプライアンス意識の醸成
・ＨＰやメールを活用した情報発信 ・安全教育や防災教育の充実 ・当事者意識や同僚性の高揚、研修の充実
・地域行事への積極的な参加 ○居場所づくりと絆づくりへの支援の充実 ○人材育成

○コミュニティ・スクールの推進 ・生徒理解といじめを許さない風土づくり ・OJT研修、適材適所の校務分掌
・協働体制の構築（３校合同での開催） ・定期的教育相談、ＳＣやＳＳＷ等の活用 ○働き方改革の推進（超勤４５時間以内／月）
・地域の人的・物的資源の開発と活用 ・仲間との一体感を味わえる行事の工夫 ・木曜定時退勤、週時程や業務内容の見直し


